
国際会長主題 “Faith, Love, Action” 「信念、愛、行動」 エドワード・オン(シンガポール) 
アジア会長主題 “Act now with faith and love!” 「信念と愛を持って行動しよう！」 田上正（熊本むさし）
西日本区理事主題 “Let‘ s enjoy the YYY life together with our friends all over the world!!”  中井信一（奈良）

「世界中の仲間とYYYライフを楽しみましよう!!」
九州部部長主題 “Let's serve the community while having fun and interacting”               本田節子（熊本Nｽﾋﾟﾘｯﾄ）

「楽しく受流しながら地域のために奉仕しよう」
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KUMAMOTO  NISHI Y’S MEN’S CLUB

熊本にしクラブ会長主題 “変化へのチャレンジ” ～ The challenge to change  ～

会長 東 菜保子

イエスの言葉は暗夜に光を見い出したような安堵の思いと希

望をもたらします。この言葉に、苦しみの中で悶え悩んでいる多く

の魂がどれほど勇気づけられ、励まされて来たことでしょう。

礼拝に参加し、神の前に戻ってくることが出来た喜びと、そして、

キリストによって与えられる罪の赦しと平安に与ることなしに、どの

様なキリスト者としての生活が生まれてくると言うのでしょうか。

たとえキリスト者らしいことが何もできないでも、日曜日ごとに教

会へ来て礼拝に参加し、心に安らぎを与えられ、力づけられるな

らば、それでも十分ではないのでしょうか。

恵みに生かされる、その基点を見失ってはなりません。み言葉

によって活力を与えられ、再び自分の生活の場、働きの場へ戻

ることが出来る、その確かさをイエスの言葉はわたしたちに与えてく

れるのです。

（日本基督教団小金井緑町教会 日々の聖句より抜粋）

「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。

休ませてあげよう。わたしは柔和で謙遜な者だから、わたしの

軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安ら

ぎを得られる。わたしの軛は負いやすく、わたしの荷は軽いから

である。」

マタイによる福音書 11章28～30節

今月の聖句 吉田 しのぶ

2026年5月12日発行 №203

いざ立て
１．いざ立て心あつくし 手を挙げ誓いあらたに

われらのモットー守る ふさわしその名ワイズメン
絶えせずめあて望み この身を捧げ尽くさん

２．歌えば心ひとつに ともがきひろがりゆきて
遠きも近きも皆 捧げて立つやワイズメン
栄えと誉れ豊か まことは胸にあふれん

なごりはつきねど
なごりはつきねど つどいははてぬ
今日ひとひのさち 静かに思う

4月例会出席状況

在籍会員数 19名 例会出席率 50.0%

広義会員数 1名 メイキャップ なし

例会出席数 9名 メネット 0名

第1例会 6名 コメット 0名

第2例会 9名 ゲスト・ビジター 18名

5月例会

📅 日時：2026年5月12日（火）19:00〜
📍 会場：ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
🎏 テーマ：「来年度に向けて」

司会：木本 博章 ワイズ（にしクラブ）

1. 開会宣言・点鐘 松村 浩市 会長（阿蘇クラブ）
2. ワイズソング「いざ立て」
3. 会長挨拶 松村 浩市 会長（阿蘇クラブ）
4. 卓話

講師：東 菜保子 ワイズ
（次期地域奉仕・環境事業主任）

テーマ：「来年度に向けて
〜地域奉仕の視点から〜」

5. 食前感謝 吉田 しのぶ 担当主事
6. ゲスト・ビジター紹介
7. 諸報告（クラブ・委員会・事業報告など）
8. ワイズソング「なごりはつきねど」
9. 閉会点鐘 東 菜保子 会長（熊本にし）

【ハッピーバースデー】
5月 1日 水元 裕二 5月13日 東 菜保子
5月14日 亀浦 正行 5月15日 大西 裕美

【アニバーサリー】
該当なし
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会長通信

熊本にしクラブ17代目会長
東 菜保子 with くまモン

今月は、珍しくワイズメンズクラブそのもののお話を書かせ
ていただきます。

実は昨年7月から、会長職の裏側で、次期の「西日本
区 地域奉仕・環境事業主任」としての準備を進めてきま
した。 最初は「部会に行ったり、役員会に出たりする程度
かな」と軽く考えていたのですが、実際には想像以上に予
定が入り、正直かなり驚きました。

毎月の次期役員ZOOMミーティング、次期役員研修会や次期会長主査研修会の準
備、そして不定期開催のCS事業委員会。 「次期が始まる前に準備を終えておかないとい
けませんよ」と周囲から言われ、根が真面目な私は、あたふたしながらも、なんとかここまで
走ってきました。

そんな中で、私の身近なワイズの事業主任の先輩方―― 同じCS事業主任を務められ
た元スピリットクラブの福島さん、福岡中央クラブの小田さん、京都ウエストクラブの塚本さ
ん。 皆さんが忙しそうにしながらも、どこか楽しそうに取り組まれていた姿がとても印象的でし
た。

そして、ただ漠然としていた事業主任の忙しさを、今期事業主任をしている中西さんの動
きを間近で見ることができ、来年の自分の置かれる状況をより具体的に想像することができ
ました。 正直、来年の今頃は無事に役目を果たしているのか、不安な気持ちもあります。
ただ、会長としての視点と事業主任としての視点が、少しずつ自然に重なっていくのを感じ
ています。

先月末には事業懇談会で、次期のCS事業方針について発表を終え、ひとまずの準備
が整ったところです。 とはいえ、動き出せば新たに分からないことが次々と出てくるのだろうと
思います。 幸いなことに、同じCS事業委員会には同じ年齢でワイズ先輩の丹吾さん、そ
して心強いDBCクラブの安平さんも一緒ですので、相談しながら、自分にできる範囲で務
めていこうと思っています。

残り2か月のにしクラブ会長としての務めをしっかり果たしながら、 あと2か月でスタートする
事業主任としての準備も、着実に進めていきたいと思っています。

Bulletin Issued on May. 12,2026
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中西 賢一
国際・交流事業主任

能登ツ-リングへ向けて

今回の能登ぐるり旅は、前年度の交流活動をしっかり引き継いだ、ワ
イズメンズクラブらしい継続型の企画です。昨年の九州ツーリングで深
まった絆を、今年は北陸の地でさらに広げていきます。そして、この企画
は僕にとって今期最後の国際・交流事業活動でもあります。ここまで続
けてこられたのは、何よりも付き合ってくれるメンバーがいるおかげです。
今回も参加に手を挙げてくれた仲間に、心から感謝しています。

まだ出発前にもかかわらず、胸が高鳴って仕方ありません。15日の夜にフェ
リーへ乗り込む瞬間から旅が始まり、海風を受けながら北へ向かう時間を想
像するだけでワクワクがあふれてきます。

さらに、神戸や京都の仲間との再会も大きな楽しみです。昨年一緒に走ったメンバーと、また同
じ景色を見て、同じ風を感じられると思うと、まるで遠足前夜のようなドキドキがあります。

ワイズメンズクラブの魅力は、活動内容だけでなく、こうした“仲間と過ごす時間”そのものにありま
す。笑顔が自然に生まれ、距離が縮まり、「また会いたい」と思える関係が続いていく。その温かさ
を、今年も能登で分かち合えることが嬉しいです。そして正直、この楽しんでいる姿を周りにも見て
もらいたい。楽しそうな人の輪には自然と人が集まります。この旅が、「自分も参加したい」「あの
仲間に入りたい」と思ってもらえるきっかけになれば幸いです。

写真と土産話は、帰ってきてから次回ブリテンでたっぷりお届けします。

ワイズの仲間とは、近く温かい存在 佐藤 通彦

4月25日(土)、中西主任と愉快な仲間達の東会長・木本ワイズ・橋本ワイズに、完治祝いをしていた
だきました。

阿蘇キャンプでの4月合同例会で、中西主任から、「近々、みっちゃんの完治祝いしよう！行きたい店あ
る？」と声をかけていただきました。図々しくも、私の方からの「伝串を食べてみたい」とのリクエストに対し、中
西主任から「安い店(笑)」との反応。

明るい時間から何時も満席な居酒屋、「新世代」の伝串、1度食べてみたかったんです。

伝串1本50円、生中190円と、このご時世から考えるとバグっている価格。お店の中は、平成時代のよ
うに多くの客で賑やか。良いんです。この賑やかな中、声の大きさを考えずに大声で、お酒を飲みながら世
間話をする。すっかり、平成の時代、24〜25歳前後に行っていた飲み会の世界にタイムスリップさせていた
だきました。

16時集合でお店に集まり、2次会は、屋台村の「Hiroバル」へ。そして
3次会は、エスペランザワイズのお店で周年祝い。締めは、中西主任ご用
達のスナックで、解散は0時を回っていました。あっという間の8時間を超え
る飲み会。忙しい中、明るい時間から集まっていただき、感謝です。

そして、私も能登へ向けて走る予定です。全行程約1200Km前後走
破する想定ですが、間違い無く私にとって、人生最初で最後の最長距離
ツーリングになるでしょう。そういう経験を後押ししてくれるのもワイズの有難
いところですね。ま、年齢を考えて、安全第一で行ってきます。
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岩本 悟

4月7日(火)19時から阿蘇、熊本ひがし、熊本にし3クラブ合同例会が、YMCA阿蘇キャンプ場にて
開催された。参加者は、にしクラブから6名、ゲストや他クラブ合計で24名。卓話は、「新酒紹介と試飲
会」と題して阿蘇の酒れいざんの醸造メーカー山村酒造の山村唯夫社長。この会社は創業1762年で
すからなんと264年の歴史です。社長も13代目。

お酒や文化、れいざんの由来等をおもしろおかしく紹介されてなごやかで楽しい内容であった。一番の
楽しみは、3種類の新酒の説明と共に試飲するおいしいお酒がなによりでした。

おいしいお酒と共に、会話もはずみ楽しい交流例会となりました。企画いただいた阿蘇クラブに感謝で
す。お酒がはいりましたから、私だけ宿泊して早朝に帰りました。早朝でもありなんと帰りは50分程度で
到着しました。

4月定例会報告

木本 博章

今回の例会は自然豊かな阿蘇YMCAキャンプ場にて開催され、普段とは違った落ち着いた雰囲気の
中で、会員同士の親睦を深める貴重な時間となりました。

卓話では山村酒造様をお招きし、酒造りへのこだわりや歴史、製法について詳しくお話しいただき、大
変学びの多い内容となりました。また、卓話中には試飲会も行われ、実際に数種類のお酒を味わいな
がら感想を共有し、交流を深めることができました。自然と食、そして地元の魅力を存分に感じられる、
有意義で充実した例会となりました。
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健康スポーツ科2年

色々な職業の方の経験
談を聴くことで、自分
の考えや感じ方を変え
てくれるいい交流会だ
った。

ホテル観光科1年

色々な人たちと交流
し、日本文化と日本
人のことをもっと理
解でしました。機会
があればまた参加し
たいです。

建築科1年 建築科1年

参加前は不安な気持ちだ
ったが、参加したらとて
も楽しかった。この交流
会に参加しなかったら話
すことがないような職業
の方と話せた。まだまだ
知らない世界がたくさん
あると思った。

健康スポーツ科2年こども保育科2年医療秘書科2年

4月定例会風景

健康スポーツ科2年

Bulletin Issued on May. 12,2026
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健康スポーツ科2年

色々な職業の方の経験
談を聴くことで、自分
の考えや感じ方を変え
てくれるいい交流会だ
った。

ホテル観光科1年

色々な人たちと交流
し、日本文化と日本
人のことをもっと理
解でしました。機会
があればまた参加し
たいです。

建築科1年

同級生からは聞くことがで
きないことばかり聞けてと
ても勉強でしました。自分
もたくさんのことに挑戦し
て色んな経験をしていきた
いと思いました。次も参加
して話を聞きたいです。

建築科1年

参加前は不安な気持ちだ
ったが、参加したらとて
も楽しかった。この交流
会に参加しなかったら話
すことがないような職業
の方と話せた。まだまだ
知らない世界がたくさん
あると思った。

健康スポーツ科2年こども保育科2年医療秘書科2年

リサイクルファンド事業

健康スポーツ科2年

橋本 大介ファンド事業委員長

1年間、リサイクルファンドにご協力いただきましてありがとうございました

1回の計量で空き缶10キロ以下はカウントして頂けないことが分かりましたので、来期は皆さん
たくさん飲んで、飲んで、飲んでリサイクルファンドに貢献してください。

感謝

佐藤 通彦

今期のブリテンも、今号を合わせて残すところ2号となりました。心残りは、今期ブリテンでリサイ
クルファンド事業の報告を行えていない部分でした。何故ならば、皆さんのご協力で、ブリテンの
記事に困らなかったこと・・・・感謝しております。

熊本にしクラブでは、例年通り、リサイクルファンドを2ヶ月に1回、朝8時に集合して行ってきま
した。収集しているものは、「アルミ缶」「ダンボール」「古紙」「新聞紙」です。クラブメンバーに岩本
ワイズ宅・水元ワイズ宅に持ち寄っていただき、岩本ワイズ・橋本ワイズ・佐藤の3名を中心で、リ
サイクル業者へ運んでファンド資金作りをしています。

特に、アルミ缶は高額引き取りしていただけるので、皆さんもアルミ缶・新聞紙等、少しずつでも
構いませんので、捨てずに、リサイクルファンドにご協力ください。ある程度の量が出るのであれば、
リサイクルファンド日程に関わらず、現場まで受け取りに伺いますので、遠慮なくご相談ください。

ジャガイモファンドと同じく、クラブにとって大事なファンド事業です。今後もご協力お願い致しま
す。
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日時：2026.4.21（火）19:30〜

場所：熊本YMCA本館

出席者：岩本・亀浦・木本・中西・橋本・東・水元・吉田〈し〉・佐藤(記)

メンバー数：19名 ／ 出席者数： 9名

【報告事項】

1. 4月例会 新酒例会 主催：阿蘇クラブ

日 時：4月7日 19時開始

参加者：6名、ﾒﾈｯﾄ 0名、ｺﾒｯﾄ 0名、ビジター 16名、ゲスト 2名、

合計 24名

会 場：YMCA阿蘇キャンプ場

※阿蘇クラブ主催でキャンプ場での合同例会。テーマが新酒で楽し

い時間を過ごした。

※食事が多く、盛り上がった。

※阿蘇での例会は、宿泊前提のプログラムになると良いと思う。

2. YMCAより 吉田 担当主事

※3日 学院入学式で135名の新入生を迎えた。

※6～8日 新入生はフレンドシップ・デイキャンプで交流を深めた。

※8日 日本語学校の入学式が行われた。

3. 西日本区より 中西 国際・交流事業主任

※役員会にて、担当主事の区費について議題が挙がっている。

4. 九州部より 岩本 九州部会計

5. その他

※岩本会計：西日本区大会の参加メンバーは、西日本区大会参

加費用・交通費補助を加味した金額の会費引き落としを行うの

で、気を付けてください。

※中西主任：14日に、ジェーンズクラブ主催のメネット例会が開

催され、約70名の参加があり、非常に多くのメネットが参加され

ていた、熊本地域メネットの力強さを感じた。

【協議事項】

1. 5月例会について（ひがし・阿蘇合同）

日 時：5月12日 19時開始

会 場：ANAクラウンプラザ 熊本ニュースカイ

内 容：次期九州部への準備例会（予定）

卓話者：横田 次期九州部部長（予定）

司 会：木本ワイズ

会 費：通常例会費用

※締め切りを5月7日で参加呼び掛けを行う。

2. 6月例会について

日 時：6月2日 19時開始

会 場：ANAクラウンプラザ 熊本ニュースカイ

内 容：引継ぎ例会

会 費：

※今後、会長・ドライバー委員会を中心に詰めて行く。

3. LD委員長より にしクラブから木本ワイズ 選出について

※木本ワイズから延長就任する意思が述べられ、参加者盤上一致で

承認。

4. 西日本区役員会より 担当主事、担当主事会員の線引きについて

※詳細は九州部長より発表があります。

5. 東京西クラブ50周年記念例会

※岩本ワイズが参加。クラブから電報を送る。

6. 台湾エバーライフクラブ 社長交代式への参加について

日 程：6月28日（日）

※中西ワイズから、行程を整理して、参加者を募る。

7. 次期について 木本 次期会長

※木本次期会長から、次期委員について発表され例会参加者の承

認を得た。例会に参加できていない委員長については、木本次期会

長から委任確認を行うこと。メンバー全員を各委員会に所属させる

ことを確認した。

※ひがしクラブ・阿蘇クラブの次期会長と、来年度の合同例会や会

場について、協議を進めていく必要がある事を確認した。

4月企画例会報告

熊本YMCA学院通信 吉田 しのぶ

新緑の季節を迎え、学院に活気ある声が戻ってから早いもので1ヵ月が経過いたしまし
た。

1年生は、「90分間」という長い授業時間に、当初はかなり苦戦している様子が見て
取れました。しかし、日を追うごとに集中力も増し、少しずつ専門学校生としてのリズムを
掴み始めています。
入学当初の緊張でこわばっていた表情も、今では友人と談笑する柔らかな笑顔へと変

わり、キャンパスには安堵の空気が流れています。彼らが掲げた初心や目標を見失うこと
がないよう、私たち教職員も一人ひとりの歩みに寄り添い、温かく見守り続けていく決意で
す。

一方、2年生は早くも将来を見据えた就職活動や、現場での実習準備に追われる日
々を送っています。よい結果につながるように応援とサポートをしていきます。

Bulletin Issued on May. 12,2026



今後の予定

5月12日（火） 5月例会 次期への準備例会

5月26日（火） 5月企画例会 （当初の19日、会長仕事のため変更）

5月16日〜17日 能登ツーリング 西日本区 国際・交流事業

6月 2日（火） 6月例会

6月 6日（土) リサイクルファンド

6月13日（土） 西日本区大会（奈良）

6月28日（日） 台湾エバーライフクラブ 社長交代式

7月 4日（土） 九州部 第一回評議会、EMCシンポジウム

7月 7日（火） 7月キックオフ例会

８

編集後記

5月・6月と、最後の追い込みのように、ワイズ行事・YMCA行事が重なってきます。熊本
YMCAでは5月29日に会員大会が開催されます。是非、YMCA会員の1人として参加したこ
とが無い方は、是非参加してみてください。
そして、5月14日には、DBCである東京西クラブの50周年記念例会。熊本にしクラブからは

岩本ワイズが代表で参加されますが、半世紀という長きにわたり、地域社会に尽くされてきた東
京西クラブの皆様に敬意を表します。
そして、中西主任を中心とした、能登ツーリング。あ〜 忙しい忙しい！！((´∀｀))ｹﾗｹﾗ

佐藤 通彦

専門学校・熊本五福幼稚園とYMCAの行事

5月 1日（金） 満3歳児ちゅうりっぷ組入園（幼稚園）

5月16日（土） YMCAと全熊本ワイズメンズクラブとの交流懇談会

5月25日〜29日 保護者参観週間（幼稚園）

5月28日（木） スポーツデイ（専門学校）

5月29日（金） 熊本YMCA会員大会

本校の特徴の一つである「留学生の多さ」は、まさに現代のグローバル社会を凝縮した
ような環境です。ここでは、日本国内の常識や「当たり前」だと思っていたことが通じない
場面も多々あります。言葉の壁だけでなく、文化や価値観の違いに直面したとき、いかに
相手を尊重し、一つひとつの物事を丁寧に、根気強く進めていくか。

学生たちは、この「思い通りにいかない経験」を通じて、教科書にはない、真の多様性
への理解と人間力を育んでいます。

これからの予測困難な社会において、専門知識はもちろんのこと、異なる背景を持つ人
々と手を取り合う姿勢は不可欠です。

私たちは、学生たちが技術を磨くだけでなく、豊かな人間性を備えた社会人として羽ば
たけるよう、日々の教育活動に精一杯努めたいと思っています。
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